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▽
特
定
事
業
者
の
責
務

1
特
定
事
業
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
る
よ
う
に
、
市
が
配
布
す
る
ポ
ス
タ
ー

を
店
頭
に
掲
示
す
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　

2
偽
造
さ
れ
た
と
分
か
る
券
、
あ
る
い
は

大
量
に
持
ち
込
ま
れ
る
な
ど
、
不
正
に
使

用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
地
域
振
興

券
に
つ
い
て
は
受
け
取
り
を
拒
否
す
る
こ

と
。
な
お
、
そ
の
際
、
そ
の
事
実
を
市
に

通
報
す
る
こ
と

3
地
域
振
興
券
の
再
流
通
を
防
止
す
る
た

め
、
地
域
振
興
券
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、

券
裏
面
の
左
上
隅
を
破
線
に
沿
っ
て
切
り

取
る
と
と
も
に
、「
特
定
事
業
者
印
」
欄

に
押
印
す
る
こ
と

4
地
域
振
興
券
の
交
換
、
譲
渡
お
よ
び
売

買
を
行
わ
な
い
こ
と

▽
登
録
の
取
り
消
し

特
定
事
業
者
が
右
の
責
務
に
違
反
し
た

と
き
は
、
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り

ま
す

昭
和
56
年
の
国
際
障
害
者
年
を
契
機
に

確
立
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
、「
共

に
生
き
る
社
会
」
を
め
ざ
し
て
、
障
害
者

の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
目
的
と
し

た
施
策
が
推
進
さ
れ
る
中
、
市
は
、
平
成

８
年
12
月
に
「
池
田
市
障
害
者
計
画
」
を

公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
沿
っ
て
、
障
害
者
が
身
近

に
利
用
で
き
る
施
設
の
整
備
を
進
め
る
た

め
、
９
年
４
月
に
市
内
の
主
な
障
害
者
団

体
で
あ
る
身
体
障
害
者
福
祉
会
、
手
を
つ

な
ぐ
親
の
会
、
身
体
不
自
由
児
（
者
）
父

母
の
会
が
手
を
結
び
、
池
田
市
障
害
者
団

体
連
合
会
を
発
足
。

さ
ら
に
、
地
元
自
治
会
の
ご
理
解
と
ご

協
力
、
市
か
ら
の
施
設
用
地
の
提
供
、
周

辺
の
環
境
整
備
、
技
術
指
導
な
ど
全
面
的

な
支
援
の
も
と
、
昨
年
10
月
末
に
「
社
会

福
祉
法
人
池
田
芽
ば
え
福
祉
会
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

同
福
祉
会
で
は
、
現
在
、
東
山
町
５
８

９
番
地
に
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設

（
仮
称
）
東
山
作
業
所
を
７
月
（
予
定
）
に

開
設
し
よ
う
と
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
所
は
定
員
50
人
。
就
職
が
困

難
な
障
害
者
に
働
く
場
を
提
供
し
、
実
社

会
へ
の
自
立
を
め
ざ
す
も
の
で
、
陶
芸
や

さ
を
り
織
り
の
自
主
生
産
作
業
、
近
隣
の

事
業
所
か
ら
提
供
さ
れ
た
簡
易
な
加
工
作

業
な
ど
の
授
産
活
動
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
を

通
し
て
の
生
活
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
福
祉
法
人
池
田
芽

ば
え
福
祉
会
事
務
局
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
内
、
1
52
・
８
６
９
７
）

▽
換
金
方
法

¡
換
金
の
取
り
次
ぎ
を
行
う
金
融
機
関
は
、

市
内
の
次
の
３
銀
行
の
本
店
、
支
店
、
出

張
所
で
す
。

三
和
銀
行
、
池
田
銀
行
、
住
友
銀
行

¡
現
金
支
払
い
は
一
切
行
い
ま
せ
ん

¡
換
金
の
申
出
期
間
は
地
域
振
興
券
の
交

付
開
始
の
日
か
ら
９
カ
月
以
内
（
11
年
11

月
30
日
ま
で
）
で
す

¡
換
金
手
順
は
次
の
通
り
で
す

→
↑

←
1
地
域
振
興
券
、
換
金
申
請
書
、
登
録
　

証
明
書
を
提
示
し
て
換
金
を
申
出

2
地
域
振
興
券
、
換
金
申
請
書
を
池
田

市
に
取
り
次
ぎ

3
口
座
振
替
に
よ
り
換
金

¡
口
座
振
替
は
、
毎
月
５
日
と
20
日
の
２

回
で
す

〈
５
日
〉
前
月
６
日
〜
20
日
ま
で
の
申
請
分

〈
20
日
〉
前
月
21
日
〜
当
月
５
日
ま
で
の
申

請
分
。
た
だ
し
、
３
月
は
23
日
（
20
日
分
）

の
み
。
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▲東山作業所完成予想図

B

自
立
と
社
会
参
加
を
め
ざ
し
てB

知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設

（
仮
称
）東
山
作
業
所
７
月
開
設
へ

社会福祉法人
池田芽ばえ福祉会

特
定
事
業
者

取
次
金
融
機
関

池　田　市

問
い
合
わ
せ
は
池
田
市
地
域
振
興
券
推

進
本
部
（
1
51
・
５
１
０
１
）

※
特
定
事
業
者
の
受
付
期
間
中
（
２
月
１

日
〜
19
日
）
は
、
商
工
会
議
所
に
臨
時
電

話
（
1
51
・
５
０
９
０
）
を
設
置
し
ま
す
。

1

3
2



さ
せ
る
幻
想
的
な
作
品
で

す
。今

回
の
展
覧
会
に
当
た

っ
て
「
１
９
６
０
年
、
住

宅
公
団
が
は
じ
め
て
４
Ｌ

Ｄ
Ｋ
の
賃
貸
住
宅
を
五
月

丘
に
建
て
ま
し
た
。
私
は

そ
の
一
室
に
入
居
が
で
き
、

そ
の
ゆ
か
り
の
あ
る
池
田

市
で
、
市
主
催
の
展
覧
会

を
開
く
に
つ
い
て
、
特
別

の
感
慨
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
自
作

の
タ
イ
ト
ル
は
、
制
作
年

と
大
き
さ
、
制
作
順
の
番

号
の
み
と
し
て
、
鑑み

る
人
の
感
性
に
託

し
て
い
ま
す
。
表
現
の
内
容
は
具
体
的

な
も
の
を
写
し
た
り
、
ま
た
は
、
表
現

し
た
り
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
、
作
品
へ
の
思
い
を
寄
せ
ら
れ
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市
は
、
２
月
11
日
_
か
ら
23
日
c
ま
で
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
け
だ
（
阪
急
「
池
田
」
駅

改
札
口
西
）
で
「
河
野
芳
夫
展
」（
17
面

参
照
）
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
作
品
は
、

水
玉
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、
１
９
９
５
年

か
ら
98
年
に
制
作
さ
れ
た
平
面
の
抽
象
作

品
約
９
点
を
展
示
し
ま
す
。

河
野
さ
ん
は
、
56
年
、
当
時
の
美
術
団

体
や
既
成
の
画
壇
に
矛
盾
を
感
じ
、
本
市

に
お
住
ま
い
の
抽
象
画
家
で
あ
る
片
山
昭

弘
さ
ん
ら
と
と
も
に
制
作
集
団
「
極
」
を

結
成
さ
れ
、
現
在
ま
で
、
抽
象
一
筋
に
歩

ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
（「
極
」
は
59
年
に

解
散
）。

そ
の
間
、
大
阪
絵
画
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

で
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
数
々
の

賞
を
受
賞
さ
れ
る
傍
ら
、
75
年
に
初
め
て

開
催
さ
れ
た
関
西
を
中
心
に
活
躍
す
る
抽

象
作
家
の
展
覧
会
「
Ｇ
ｅ
展
」
に
毎
年
出

品
さ
れ
る
な
ど
、

個
展
、
グ
ル
ー
プ

展
と
作
品
の
発
表

を
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
回
出
品
さ
れ
　

る
作
品
は
、
平
面

上
に
広
が
る
無
数

の
水
玉
が
、
さ
も
　

浮
か
び
上
が
っ
て

い
る
よ
う
に
、
人
　

間
の
視
角
を
惑
わ
　

せ
、
平
面
で
あ
り

り
な
が
ら
立
体
作
　

品
の
よ
う
に
感
じ
　

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
&
い
け
だ
市
民
文
化
振
興

財
団
（
1
50
・
３
３
３
３
）

河野芳夫展　＝市主催展＝
ギャラリーいけだ

’98ー30F・１

水玉がモチーフ　水玉がモチーフ　

抽象画の世界抽象画の世界
２/11_
～23C

1999.2.1

河野芳夫さん
（こうの・よしお）

’95ー100S・１

プロフィル

1921年 大阪市に生まれる
1942年 京都市立絵画専門学校卒業（現・京都芸大）
1956年 制作集団「極」を結成大阪・東京で作品発表　

（～'59）
1957年 第１回朝日新人展（大阪）（'58）
1970年 カレッジ・ウーマンズ・プリントショウ（ニューヨーク）
1975年 Ｇｅ展（大阪府民ギャラリー）以後毎回出品
1978年 アート・ナウ'78（兵庫県立近代美術館）
1980年 今絵画は･･･ＯＳＡＫＡ（大阪府立現代美術セン

ター＝'81、'84）
1984年 全関西美術展審査員、以後毎回招待出品（大阪

市立美術館・市主催）
1990年 大阪絵画トリエンナーレ'90（マイドーム大阪）

羽曳野市買上
1992年 抽象ひとすじ河野芳夫展（京阪ギャラリー・オブ

アーツ・アンド・サイエンス：京阪百貨店）
1993年 大阪絵画トリエンナーレ'93特別賞受賞（マイド

ーム大阪）
1994年 関西の美術1950'ｓ～1970'ｓ－創造者たちのメッ

セージ（兵庫県立近代美術館）
1995年 「マジカルな視点」展（枚方市立御殿山美術セ

ンター）
1996年 制作集団「極」展（兵庫県立近代美術館）、大阪　

絵画トリエンナーレ'96特別賞受賞（マイドーム　　
大阪）、その他個展・グループ展多数

《宝塚市在住》




